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DATE
平成27年５月23日（土）10:00－16:00

VENUE
弘前大学大学院保健学研究科
総合研究棟 第24講義室
(青森県弘前市本町66-1)

CHAIR
西沢 義子 氏（弘前大学大学院保健学研究科 教授）

APPLICATIONS & INQUIRIES
お申込み先： http://rem-hirosaki.jp/
（専用フォームよりお申し込みください）

＊参加費無料 ＊お申し込み締切：５月１０日（日）

お問い合わせ先： シンポジウム事務局
〒036-8564 弘前市本町66-1 弘前大学大学院保健学研究科

担当：北島 麻衣子（きたじま まいこ）
E-mail：kitajima@hirosaki-u.ac.jp

TEL/FAX：0172-39-5994

PROGRAM 1
★ 特別講演 10:20-11:20

講師：Mie Fowler 氏 (DeKalb Medical Center)
「アメリカにおける放射線看護及び

放射線看護教育の現状と日本への提言」
座長：北島 麻衣子 氏 (弘前大学大学院保健学研究科 助教)

★ 基調講演 13:00-14:00
講師：草間 朋子 氏 (東京医療保健大学 副学長)

「日本の放射線看護教育と未来展望」
座長：太田 勝正 氏 (名古屋大学大学院医学系研究科 教授)

PROGRAM 2
★ パネルディスカッション 14:20-15:50
テーマ：
「日本からの提言、福島第一原子力発電所事故から看護職は

何を学び、世界に向けて何をどう発信していくのか？」
座長：小西 恵美子 氏

(鹿児島大学医学部客員研究員・長野県看護大学名誉教授)
冨澤 登志子 氏 (弘前大学大学院保健学研究科 准教授)

パネリスト：
1.山内 真弓 氏 (弘前大学医学部附属病院)

「看護職に課せられる放射線災害への備え」
2.吉田 浩二 氏 (福島県立医科大学災害医療総合学習センター)

「原発事故後の看護師の関わりからの放射線看護教育への
提言」

3.土橋 由美子 氏 (鹿児島大学病院)
「放射線看護の高度実践教育と福島での学び－放射線看護

学実習を終えて，放射線看護の専門性について考える－」

POINT
★ このシンポジウムは認定看護師（全分野）の

自己研鑽実績の加算対象になります
＊すべて英語での発表となりますが，日本語のスライド
をご用意しております


